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表紙題字：谷口藤美 氏

　農家の皆さんが大切に育てた水稲や大豆の病害虫防
除のため株式会社ル・シエル東長野（中仙地域）のメン
バーは、今年も夏の暑い最中、朝早くからラジコンヘリ
による農薬散布作業を行いました。防除効果を上げるた
めには、適期を逃がさず短期間で正確な作業を要します
が、雨や強風などの悪天候では作業ができないこともあ
り、メンバー８人それぞれ安全で効率的な作業を心がけ
ながらチーム作業を進めていました。

病害虫から大切な農産物を守るため頑張っています！
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今年も農地パトロールを
実施します。
今年も農地パトロールを
実施します。

ご注意！
　納税猶予されている農地を耕作しないで放置している場合は、
納税猶予が取り消され課税される場合がありますので、現在猶
予を受けている方はご注意ください。

　今年度も農業委員会では、耕作放棄地の発生を防止するため農地パトロールを
１０月から１１月にかけて一斉に実施します。
　今年度も農業委員会では、耕作放棄地の発生を防止するため農地パトロールを
１０月から１１月にかけて一斉に実施します。

　農地の権利を取得（買入れ、受贈、借入れ）する際の下限面積は５０ａとされていました。しかし、農地
法の改正により、地域の実情に合わない場合は農業委員会の判断で別段の面積を定めることができ
るようになりました。
　大仙市農業委員会では、大仙市農業委員会耕作放棄地対策協議会からの報告を踏まえ、遊休農地
等が相当数確認された地域において、新規就農者の受入れの促進や農地の有効利用を図る観点から
別段の面積を次のとおり設定しました。

　今後は西仙北地域、協和地域、南外地域の農地を取得する場合は、その農地の取得後の農業経営面
積が１０a以上あれば許可されます。大曲地域、神岡地域、中仙地域、仙北地域、太田地域の農地を取得
する場合は従前どおり取得後の農業経営面積が５０a以上なければ許可されません。
　例えば、神岡地域の方が南外地域の農地を取得する場合は、農地取得後の農業経営面積が１０a以
上あれば許可されます。しかしながら、西仙北地域の方が中仙地域の農地を取得する場合には、取得
後の農業経営面積が５０a以上なければ許可されません。
※詳しくは、農業委員会事務局及び各分室へお問い合わせください。また大仙市ホームページ農業委
　員会サイトでもご覧になれます。

西仙北地域、協和地域、南外地域を対象に
　　　　　　　　　別段の面積を１０aに設定！！
西仙北地域、協和地域、南外地域を対象に
　　　　　　　　　別段の面積を１０aに設定！！

◎別段の面積の運用

別段の設定区域
西仙北地域、協和地域、南外地域

別段の面積 
１０a

協和地域
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の
へ
会
員
委
業
農

は
せ
わ
合
い
問
お
　

事務局（神岡支所内） … 0187-72-4611（直）
大曲分室 ……………… 0187-63-1111（代）
西仙北分室 …………… 0187-75-2966（直）
中仙分室 ……………… 0187-56-2325（直）
協和分室 ……………… 018-892-3694（直）
南外分室 ……………… 0187-74-3001（直）
仙北分室 ……………… 0187-63-3003（代）
太田分室 ……………… 0187-88-1115（直）

ご存じですか未来の設計図「人・農地プラン」ご存じですか未来の設計図「人・農地プラン」ご存じですか未来の設計図「人・農地プラン」
「人・農地プラン」とは、地域農業・農村の諸問題、農業者の高齢化や後継者不足、耕作
放棄地の増加など、人と農地の問題を地域の皆さんで話し合いながらプランを作成
し実行することで、問題を解決していくためのプランです。

◇今後の中心となる経営体（個人、法人、集落営農）はどこか。
◇中心となる経営体へどうやって農地を集めるか。
◇中心となる経営体とそれ以外の兼業農家、自給的農家等を含めた地域農業のあり方。
　　　（生産品目、経営の複合化、６次産業化）

① 集落・地域における話し合いによって次のような事項を決めます。

◇青年就農給付金（経営開始型）
※準備型は、「人・農地プラン」と関係なく給付されます。
◇農地集積協力金（中心となる経営体に農地を提供する方）
◇スーパーＬ資金の当初５年間無利子化（認定農業者）
◇経営体育成支援事業（適切な人・農地プラン作成地区で経営改善を目指す中心経営体等の方）

② 「人・農地プラン」に位置づけられると次のようなメリットがあります。

※大仙市では、平成２４年度から「人・農地プラン」の作成に取り組んでおり、現在までの完了地区は
　６６地区で、集落数ベースでは７７％となっています。（平成２５年８月末現在）引き続き集落説明
　会、座談会等を開催し大仙市全域で完了することを目標に推進しています。（大仙市役所農林商
　工部農林振興課より）　　
　　大仙市農業委員会では、今後も集落説明会や座談会などの開催の際は、中心となる経営体の
　位置付けや農地の集積、耕作放棄地の防止活動等に関し、農地・農業の守り手として関係機関等
　と協力しながら「人・農地プラン」の作成支援をさせていただきます。

※「人・農地プラン」の詳細については、大仙市役所農林商工部農林振興課又は各地域の支所農林
　建設課、農政担当までお問い合わせください。

③ 「人・農地プラン」は、新たに新規就農者や法人等の中心となる経営体が出
　　たとき、農業から引退を決意したときなどには随時見直すことができます。

農地のご相談は、お近くの農業委員へご相談下さい。
農業委員は、地域の農業者の世話役として皆さんからのご相談をお受けいたします。
農地の売買、贈与、貸し借り、転用等は、農業委員会の許可が必要です。
経営規模を拡大したい、縮小したい等農地に関することは何でもお近くの農業委員に
お気軽にご相談ください。（秘密はお守りいたします。）

農地のご相談は、お近くの農業委員へご相談下さい。

許
可
申
請
の
締
切
日
等

各
種
申
請
書
の
提
出
締

切
日
と
許
可
書
の
交
付

日
は
基
本
的
に
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

申請内容 締切日 許可書交付日
農地の権利移
動の許可（農地
法第３条）
農地転用の許
可（農地法第４
条・第５条）
農用地利用集
積計画に関す
る申請

買受適格証明申請

総会終了後
１週間以内

総会終了後
1～2日後

翌月30日前後

告示日（10日
前後）後
1週間以内

毎
月
20
日
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　独立行政法人国際協力機構筑波国際センター（ＪＩＣＡ筑波）の
稲作技術開発コースで研修している研修員が８月２２日から２５日
まで農家滞在実習（ホームスティ）のため大仙市仙北地域の農家
を訪れました。仙北地域では、合併前の昭和５４年から受入れを
始めており今回で１９回目となりました。農家滞在実習は、稲作農
家と衣食住を共にし、米生産の現場に触れることで稲作技術の向
上と理解を深めることのほか、関係された皆さんとの交流を通し
て国際交流を図ることを目的としています。

　今回の農家滞在実習には、各国の農業に関わる公務員や技術、
研究に携わる方々で、アフガニスタン、エチオピア、ガーナ、マダガ
スカル、ミャンマー、パキスタン、パプアニューギニア、シエラレオ
ネ、ウガンダの９カ国から９名の参加でした。また受入れについて
は、仙北地域で積極的に海外研修生を受入れしてきた農家代表の
松本亨さんのほか風登英男さん、齊藤真津雄さん、加藤初雄さん、
藤原稔さんの計５農家から受入れのご協力をいただきました。
　初日の２２日は大仙市長、ＪＡ秋田おばこを表敬訪問、２３日に

はＪＡ秋田おばこ仙北支店のカントリーエレベーター・低温倉庫などのほか下沖田農機具格納庫、下沖
田営農集団種子生産圃場、秋田県仙北平野土地改良区の用水管理
センターなどの施設を視察し、２４日、２５日は各農家で農作業の
実習を行いました。
　農家滞在実習終了後、研修員からは、懇切丁寧なご指導や受入
農家の皆さんから歓待していただいたことに対する感謝と、国際
協力機構からは研修員の専門技術と日本に対する理解が一層深め
られたこと、多くの研修成果を得ることができたことに対し、お礼
の言葉が届けられました。

ようこそ大仙市へ！ようこそ大仙市へ！ようこそ大仙市へ！

　秋田県農業会議主催の研修会が、８月６日横手市の横手セ
ントラルホテルを会場に開催されました。
　研修会では、日本再興戦略を中心とした農業情勢や新たな
農地制度の展開に向けた農業委員会の役割等について説明さ
れました。また、事例発表では大仙市農業委員会の菅原廣太
郎農地専門委員長が、大仙市耕作放棄地対策協議会で協議し
てきた管内の耕作放棄地の現状と対策のほか、別段の面積を
設定した経緯などを発表しました。耕作放棄地対策と「人・
農地プラン」の推進にあたっては、地域内農地の詳細把握や農政部局との連携が重要である
ことなど、研修を通して改めて農業委員としての理解が深められました。

下沖田農機具格納庫で説明を受ける研修員

ＪＲ大曲駅にて

事例発表

受入れ農家との交流

平成25年度の農地と担い手を守り活かす
　　　　　農業委員研修会が行われました。
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全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

農
家
の
た
め
の
情
報
誌

『
全
国
農
業
新
聞
』

◆
発
行
日　

週
一
回（
金
曜
日
）

◆
発
行
元　

全
国
農
業
会
議
所

◆
購
読
料　

月
６
０
０
円

　
　
　
　
　
﹇
送
料
、税
込
み
﹈

◯
お
申
込
み
は
、

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

ま
た
は
各
分
室
ま
で

管
内
農
業
者
等
の
ご
紹
介

◎
ウ
サ
ギ
や
比
内
地
鶏
の

生
産
販
売
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
！

ハ
ピ
ー
農
場（
有
）き
っ
か
わ

　
　
　

吉
川
周
平
さ
ん（
６４
歳
）

育
羽
数
を
増
や
し
な
が
ら
経
営
規

模
の
拡
大
を
図
り
、消
費
者
に
求
め

ら
れ
る
商
品
を
提
供
す
る
た
め
の
生

産
加
工
技
術
の
向
上
に
努
め
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、ハ
ピ
ー
農
場
で
は
吉
川
さ

ん
の
ほ
か
奥
さ
ん
と
従
業
員
２
名
の

計
４
名
で
生
産
か
ら
加
工
販
売
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。自
家
加
工
商
品

は
、国
道
13
号
道
路
沿
い
の
ハ
ピ
ー

農
場
直
売
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
車
で
お
通
り
の
際
は
、是
非
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

広
報
委
員　

加
藤
孝
悦  

（
協
和
地
域
）

訃　報
　農業委員会協力員（中仙地域）
の柴田喜隆氏が８月14日にご逝
去されました。謹んでご冥福をお祈
りいたします。
　なお、９月の総会において柴田氏
に代わり澤田一氏が農業委員会協
力員として新たに承認されました。

　

こ
こ
数
年
大
雪
続
き
で
、昨
シ
ー

ズ
ン
も
ウ
サ
ギ
の
飼
育
ゲ
ー
ジ
や
ハ

ウ
ス
周
り
の
除
雪
に
苦
労
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
が
、今
後
も
こ
れ
ら
畜

産
業
の
生
産
販
売
に
つ
い
て
は
、飼

め
て
い
た
た
め
、昭
和
64
年
か
ら
地

元
で
北
海
道
で
の
経
験
を
生
か
し
た

畜
産
経
営
を
決
意
し
ま
し
た
。地
元

に
帰
っ
て
か
ら
は
、大
学
や
製
薬
会

社
な
ど
に
出
向
き
、様
々
な
情
報
収

集
と
交
渉
を
重
ね
た
結
果
、実
験
用
、

医
療
用
、食
用
に
向
け
ら
れ
る
ウ
サ

ギ
の
生
産
販
売
を
始
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。ほ
か
に
も
比
内
地
鶏
の
飼

育
に
挑
戦
し
て
お
り
、現
在
は
秋
田

県
よ
り
比
内
地
鶏
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証

を
受
け
、生
産
か
ら
加
工
販
売
ま
で

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ウ
サ
ギ
は
、約
５
０
０
ゲ
ー

ジ
に
約
５
０
０
羽
を
飼
育
、実
験
用
、

医
療
用
、食
用（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン

ス
料
理
）へ
と
そ
れ
ぞ
れ
３
種
類
の

用
途
に
分
け
、年
間
３
０
０
０
羽
の

出
荷
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。ま
た

比
内
地
鶏
は
、ハ
ウ
ス
３
棟
に
放
し

飼
い
で
約
１
２
０
０
羽
を
飼
育
、年

間
４
０
０
０
羽
を
目
標
に
主
に
東

京
方
面
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

協
和
地
域
で
ウ
サ
ギ
や
比
内
地

鶏
の
生
産
加
工
販
売
等
の
営
業
を
し

て
い
る
ハ
ピ
ー
農
場「
有
限
会
社
き
っ

か
わ
」の
吉
川
周
平
さ
ん
は
、若
い
頃
、

北
海
道
の
大
農
場（
牛
、羊
合
わ
せ
て

約
２
５
０
０
頭
飼
育
）で
昭
和
63
年

末
ま
で
働
い
て
き
ま
し
た
。元
々
そ

の
農
場
で
働
く
の
は
40
歳
ま
で
と
決

ハウスで放し飼いの比内地鶏

直売店にて
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※ 詳しくは、税務署にお問い合わせください。

Q
A

&

農
地
を
転
用
す
る
と
は
、
ど
の
よ

う
な
行
為
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

①　

農
地
の
転
用
に
は
、
農
地
法

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
で
な

く
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
農
地
に
区
画
形

質
の
変
更
を
加
え
て
住
宅
、
工
場
、
学
校
、

病
院
等
の
施
設
の
用
地
又
は
、道
路
、山
林

等
の
用
地
に
す
る
行
為
が
こ
れ
に
該
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、農
地
の
形
質

に
は
変
更
を
加
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も

農
地
を
そ
の
ま
ま
資
材
置
き
場
に
す
る
場

合
等
、
人
の
意
思
に
よ
っ
て
農
地
を
耕
作

の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
状
態
に
す
る
も

の
は
、農
地
の
転
用
に
該
当
し
ま
す
。し
か

し
、
人
的
行
為
で
な
い
理
由
に
よ
っ
て
耕

作
を
し
な
い
状
態
に
な
る
場
合
（
耕
作
放

棄
し
て
原
野
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合

等
）は
転
用
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

②　

農
地
の
転
用
に
該
当
す
る
か
の
判
断

に
問
題
が
多
い
も
の
と
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
組
立
式
建
物
等
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
場
合
、
農
地
に
建
て
ら
れ
る
建
物

等
が
比
較
的
簡
易
な
も
の
や
一
時
的
な
使

用
で
あ
っ
て
も
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、
農
地
の
転

用
に
該
当
し
ま
す
。し
た
が
っ
て
、ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
又
は
鉄
骨
の
組
立
式
の
建
物
で

あ
っ
て
も
、
客
観
的
に
み
て
農
地
を
建
物

敷
地
と
し
て
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
許

可
が
必
要
で
す
。

③　

農
地
の
所
有
者
等
が
農
業
用
施
設
に

転
用
す
る
場
合
、
そ
の
面
積
が
２
ａ
未
満

で
あ
れ
ば
、
農
地
転
用
許
可
が
不
要
と
な

り
ま
す
。た
だ
し
届
出
は
必
要
で
す
。

　

農
業
用
施
設
と
は
、
農
地
の
保
全
又
は

使
用
上
必
要
な
施
設
や
農
業
経
営
上
必
要

な
畜
舎
、鶏
舎
、作
業
場
等
が
該
当
し
ま
す
。

前
に
述
べ
た
よ
う
な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
又

は
鉄
骨
組
立
式
の
建
物
が
農
業
用
施
設
と

し
て
使
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

農
地
転
用
許
可
を
必
要
と
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
又
は

各
分
室
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

QA

◆平成２６年１月より事業所得（農業所得等）等を有する白色申告者は、
　記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます。
◆平成２６年１月より事業所得（農業所得等）等を有する白色申告者は、
　記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます。
◎対象者は、事業所得（農業所得等）、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方
　です。
◎記帳する内容は、売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項を帳簿
　に記載する。記帳にあたっては、取引毎ではなく日々の合計金額のみをまとめて記載するなど、
　簡易な方法で記載しても良いことになっています。
◎帳簿等の保存期間は次のとおりです。

保存が必要な書類・帳簿 保存期間
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）
業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）
決算に関して作成した棚卸表その他の書類
業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、
送り状、領収書などの書類

帳簿

書類

７年
５年

５年
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平成25年度 大仙市農作業標準賃金・料金表（秋作業抜粋）
区 分
一 般 作 業

地 上 防 除

籾 運 搬
籾 乾 燥
籾摺り・調整
精 米
オペレーター

トラクター

コンバイン

耕　起

刈　取

一貫作業

整 理 田
未整理田

整 理 田
未整理田
整 理 田
未整理田

１０a

１０a

１０a

１０a

６０㎏

１時間
１０a
（１回）

１日 6,500
5,400
5,900
5,900
15,100
16,100
26,800
28,800
1,500
970
450
600

1,300

1,000

・細粒耕起作業の場合は別途協議願います。

・すみ刈りは含みません。

・一貫作業は刈取から調整までとします。

・農薬代は別途料金とします。

・作業時間は８時間とし賄いはなしとします。
単　位 金額（円） 備　　考

畑

※この表は標準額ですので、圃場状態や作業の難易度により当事者間で決めてください。
※この料金表には、消費税が含まれています。※未整理田とは、30ａ未満の圃場をいいます。

区
　地
　部
　東

地　域　名

大 曲 地 域

中 仙 地 域

仙 北 地 域

太 田 地 域

（参考）
大仙市東部地区平均

圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外
圃場整備内
圃場整備外

19,900 
16,500 
19,500 
17,300 
20,300 
17,800 
18,400 
17,300 
19,400 
17,100 

27,000 
23,000 
30,000 
28,000 
28,600 
25,000 
27,000 
23,000 

10,000 
9,000 
10,000 
9,000 
15,000 
9,000 
12,000 
12,000 

672 
683 
673 
455 
377 
238 
837 
225 

平均額 最高額 最低額 データ数

※西部地区は圃場整備の区分は設けていません。
※（参考）平均額は、データ数による加重平均の値です。　※データ数とは、集計に用いた筆数です。

◎畑については提供できる賃借料情報が少ないことから表記しません。 （10a当たり：円）

区
　地
　部
　西

地　域　名

西 仙 北 地 域

神 岡 地 域

協 和 地 域

南 外 地 域

全 域
刈 和 野
土 川
大 沢 郷
強 首
荒 川
峰 吉 川
船 岡
淀 川
南 楢 岡
外 小 友

15,900 
12,200 
12,300 
13,000 
18,300 
13,300 
11,400 
12,900 
12,900 
13,200 
10,900 
13,800 

20,000 
19,600 
17,000 
25,000 
24,600 
15,200 
14,300 
17,000 
21,400 
21,500 
18,000 

7,000 
6,000 
6,000 
6,500 
8,000 
10,000 
6,800 
10,000 
8,000 
6,000 
6,000 

395 
34 
223 
301 
154 
47 
39 
33 
154 
260 
106 

平均額 最高額 最低額 データ数

（参考）大仙市西部地区平均

大仙市農業委員会農地賃借料情報 H24年1月～12月に締結
された田の賃借料データ（　　　　　）
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詳しくは農業委員会事務局及び各分室へお問い合わせください。

編
集
後
記

農
業
委
員
会
だ
よ
り【
第
五
号
】

■
発
行
／
大
仙
市
農
業
委
員
会

　

〒
０
１
９
ー
１
７
０
１

　

秋
田
県
大
仙
市
神
宮
寺
字
蓮
沼
１６
ー
３

■
編
集
／
大
仙
市
農
業
委
員
会
広
報
専
門
委
員
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
７（
７２
）４
６
１
１

■
印
刷
／
㈱
松
本
印
刷

復興はみんなの願い　がんばろう東北！

　

６
月
、
暑
さ
に
加
え
て
の
小

雨
、
７
月
は
一
転
し
て
の
多
雨
、

８
月
、
各
地
で
豪
雨
や
土
石
流
、

予
期
せ
ぬ
気
象
に
翻
弄
さ
れ
つ

つ
も
、
作
物
は
太
陽
と
土
と
水

に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

空
模
様
が
気
に
な
り
天
候
は

重
要
な
問
題
で
す
。雪
解
け
を

気
に
し
、
日
照
り
や
長
雨
に
悩

み
、
日
々
天
候
に
左
右
さ
れ
収

穫
し
、
頑
な
に
農
を
守
ろ
う
と

必
死
で
す
。

　

さ
て
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り

も
第
５
号
を
発
行
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。手
探
り
で
の
ス

タ
ー
ト
、
苦
手
な
原
稿
依
頼
や
、

写
真
撮
影
等
々
初
め
て
の
経
験

で
す
。広
報
委
員
が
何
度
か
集

ま
り
、
協
議
を
重
ね
見
や
す
い

読
ま
れ
や
す
い
紙
面
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
仙
市
の
農
業
を
も
っ
と
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

は
伝
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

広
報
委
員　

小　

松　

一　

男

（
太
田
地
域
）

Ｑ＆Ａ新制度編

私は、農業後継者で今年３０歳になる国民年金の第１号被保険者です。
現在、国民年金の加入のみで老後が心配です。農業者年金に加入したいのですが、保険
料の支払い等何か有利となる助成制度はないでしょうか。

保険料の負担が大きいという方は、政策支援加入で、保険料の国庫補助が受けられます。
概要は次のとおりです。A

Q
農業者年金相談コーナー農業者年金相談コーナー農業者年金相談コーナー

◆保険料の国庫補助対象者と補助額◆

必 要 な 要 件 国庫補助額
35歳未満 35歳以上
10,000円
（５割）

6,000円
（３割）

区分

認定農業者で青色申告者

※　国庫補助額の割合は２万円に対する割合です。
※　区分３及び区分５の「後継者」は経営主の直系卑属である必要があります。

（注）上記金額は、千円単位で四捨五入しており金額が一致しないことがあります。
　　この試算は、通常加入で保険料月額２万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.07％、65歳以降
　　の予定利率が1.15％となった場合の試算です。
　　運用利回り2.07％は制度発足以降の11年度間の運用利回りの平均です。
　　予定利率1.15％は、農林水産省告示（H25. 4. 1施行）により定められている率です。

☆ 政策支援は、国民年金第１号被保険者
　 等の農業者年金への加入要件に加え、
　 ① 39歳までに加入
　 ② 農業所得が900万円以下
　 ③ 認定農業者で青色申告者等（右表）
　を満たせば受けられます。

政策支援は受けられる補助の割合と期間に年齢による差があります。

1

10,000円
（５割）

6,000円
（３割）認定就農者で青色申告者2

10,000円
（５割）

6,000円
（３割）3

6,000円
（３割）

4,000円
（２割）4

6,000円
（３割） －5

区分１又は２の者と家族経営協定を締結し経営に参
画している配偶者または後継者
認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満た
す者で、３年以内に両方を満たすことを約束した者
35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分１
の者となることを約束した後継者

◆農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額（年額）の試算◆

早い加入が有利です！早い加入が有利です！

通常加入の場合 政策支援を受けて加入の場合
農業者老齢
年金支給額
（年間）
76万円
65万円
52万円
44万円
41万円
35万円

男性
女性
男性
女性
男性
女性

40年

30年

25年

保険料本人
負担分総額

性別納付
期間

20歳

30歳

35歳

加入
年齢

960万円

720万円

600万円

76万円
65万円
52万円
44万円
41万円
35万円

保険料本人
負担分総額

支給額計
（年間）

55万円
47万円
41万円
35万円
35万円
30万円

農業者老齢
年金支給額

22万円
18万円
12万円
10万円
6万円
5万円

特例付加年
金支給額

744万円

588万円

528万円

☆ 政策支援を受けられる期間は最長
20年間です。（35歳以上で加入
した場合は最長で10年間です。）

☆ 国庫補助を受けている間の保険料
は月額２万円（国庫補助額を含
む）で固定され、加入者が負担する
保険料は、２万円から国庫補助額
を差し引いた額になります。

☆ 国庫補助を受けられる期間を過ぎた場合
は通常の保険料（月額２万円～６
万７千円の間で千円単位で選べ、
変更も自由です。）になります。


